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躍
進
！
体
協
名
和
野
球
部

　

第
19
回
鳥
取
県
民
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
軟
式
野
球
の
部
が
10
月

27
・
28
日
に
、
ま
た
、
第
41
回
西
日
本
軟

式
野
球
大
会
（
１
部
）
鳥
取
県
予
選
会
が

11
月
３
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
山
町
体

協
名
和
野
球
部
が
出
場
し
、
い
ず
れ
の
大

会
で
も
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

県
民
ス
ポ
レ
ク
大
会
は
初
優
勝
。
西
日

本
軟
式
野
球
大
会
県
予
選
会
は
３
連
覇
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
代
表
と
し
て
、
来
年
５
月
に
滋

賀
県
で
開
催
さ
れ
る
、
近
畿
以
西
23
府
県

が
参
加
す
る
第
41
回
西
日
本
軟
式
野
球
大

会
（
１
部
）
へ
出
場
し
ま
す
。

▲がんばります！応援してください

ま
ち
の
た
か
ら
（
46
）
～
文
化
財
室
通
信
～

シ
リ
ー
ズ　

「
日
本
遺
産
」
外
伝 

四

　

今
回
は
、
大
山
の
恵
み
の
一
つ
で
あ
る

自
然
に
関
す
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

信
仰
の
山「
大
山
」と
国
立
公
園

　

大
山
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
国
引
き

神
話
の
中
で
「
伯
耆
国
な
る
火ひ

の
か
み
の
た
け

神
岳
」
と

し
て
登
場
し
ま
す
。
古
代
よ
り
、
人
々
に

よ
る
畏
敬
と
崇
拝
の
念
を
集
め
て
い
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
大
山
に

は
、
修
験
者
が
修
行
の
た
め
に
入
山
し
、

や
が
て
中
腹
に
大
山
寺
と
い
う
一
大
信
仰

拠
点
が
誕
生
し
て
い
き
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
寺
が
規
制
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
大
山
は
弥み

せ
ん
ぜ
ん
じ
ょ
う

山
禅
定
の
修
行
僧

２
人
と
先
達
の
僧
侶
な
ど
２
～
３
人
と
い

う
、
ご
く
限
ら
れ
た
人
し
か
登
る
こ
と
が

で
き
な
い
山
で
し
た
。
当
時
の
僧
侶
が
宿

坊
の
宿
泊
者
に
「
禁
を
犯
す
も
の
は
一
人

だ
に
下
山
し
て
い
な
い
…
（
禁
を
犯
し
た

も
の
は
）
天
狗
が
引
き
裂
い
た
の
か
…
」

と
大
山
へ
の
入
山
を
戒
め
る
話
を
し
て
い

た
、
と
い
う
紀
行
文
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
山
禁
制
を
守
る
た
め
の
脅
し
の
意
味
も

あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

明
治
の
神
仏
分
離
後
、
弥
山
禅
定
は
「
も

ひ
と
り
神
事
」
と
し
て
大
神
山
神
社
奥
宮

へ
引
き
継
が
れ
、
入
山
規
制
は
し
ば
ら
く

継
続
し
ま
す
。
明
治
22
年
頃
に
は
規
制
も

解
か
れ
、
科
学
者
な
ど
が
調
査
で
入
山
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
一
般
の
人
々
の

多
く
は
、
大
山
に
棲
む
と
い
う
烏か

ら
す
て
ん
ぐ

天
狗
を

怖
れ
、
入
山
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
明
治

39
年
に
大
阪
毎
日
新
聞
社
が
募
集
し
た
探

検
隊
の
大
山
登
頂
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て

か
ら
、
次
第
に
人
々
の
「
大
山
は
怖
い
と

こ
ろ
」
と
い
う
意
識
は
薄
れ
、
明
治
末
に

は
登
山
ブ
ー
ム
が
到
来
し
ま
す
。

　

寺
が
行
っ
た
規
制
や
人
々
の
怖
れ
る
意

識
は
、
一
方
で
大
山
に
人
の
手
が
入
ら
な

い
環
境
を
保
ち
、
豊
か
な
自
然
を
残
す
こ

と
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和
11
年
、
大
山
一
帯
は
「
大

山
国
立
公
園
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
蒜
山
地
域
を
は
じ
め
隠
岐
の
島
、

島
根
半
島
、
三
瓶
山
地
域
が
追
加
と
な
り

「
大
山
隠
岐
国
立
公
園
」
と
名
称
変
更
さ

れ
、
さ
ら
に
毛
無
山
・
仏
宝
山
地
域
、
三

徳
山
地
域
が
編
入
さ
れ
て
今
に
至
り
ま
す
。

日
本
最
大
規
模
を
誇
っ
た
大
山
牛
馬
市
は
、

国
立
公
園
指
定
の
翌
年
に
終
焉
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
大
山
を
取
り
巻
く

状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

ダ
イ
セ
ン
キ
ャ
ラ
ボ
ク
純
林

　

キ
ャ
ラ
ボ
ク
は
イ
チ
イ
科
の
常
緑
低
木

で
あ
り
、
高
さ
は
１
～
２
ｍ
程
度
で
根
元

か
ら
幹
と
枝
を
横
に
広
げ
て
、
雌
雄
異
株

で
秋
に
は
雌
株
が
赤
い
果
実
を
つ
け
ま
す
。

主
に
日
本
海
側
の
高
山
に
分
布
し
て
お
り
、

大
山
が
南
西
限
育
成
地
で
す
。

　

大
山
の
８
合
目
あ
た
り
か
ら
頂
上
の
間

に
あ
る
北
西
側
の
傾
斜
面
に
約
８
ha
の
純

林
が
広
が
っ
て
お
り
、
昭
和
27
年
3
月
29

日
付
で
「
大
山
の
ダ
イ
セ
ン
キ
ャ
ラ
ボ
ク

純
林
」
と
し
て
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。「
特
別
」
が
付
き
ま

す
の
で
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
と
同
様
、

い
わ
ゆ
る
国
宝
級
で
す
。

　

登
山
道
の
山
頂
周
辺
に
は
、
木
道
が
敷

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ダ
イ
セ
ン
キ
ャ

ラ
ボ
ク
の
保
護
及
び
踏
み
荒
ら
し
に
よ
る

山
頂
部
の
荒
廃
を
避
け
る
た
め
の
も
の
で

す
。
一
木
一
石
運
動
を
は
じ
め
、
大
山
の

自
然
を
守
る
た
め
の
運
動
は
、
今
な
お
地

元
の
人
々
の
手
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
社
会
教
育
課　

文
化
財
室
）

▲ダイセンキャラボク


